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教
科

１　　　年 ２　　　年

科目・標準単位数

令和７年度　学年別教育課程表

Ｂ　　表 （　表　面　）

教育局 北海道札幌月寒 高等学校 定時制課程

３　　　年

４年次卒業コース ３年次卒業コース ４年次卒業コース ３年次卒業コース

普通 科

４年次卒業コース ３年次卒業コース

1 1

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

古 典 探 究

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

国
　
　
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

1 1

2 2

保 健

生 物

地 学 基 礎

地 学

理
　
　
　
　
　
科

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

書 道 Ⅲ

外
 

国
 

語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

美 術 Ⅱ

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

3 3

家庭
家 庭 基 礎

家 庭 総 合

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

物 理

保
健
体
育

体 育

学
級
数
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1

1

1

1 1 1 1

※１     
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学年

類型
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3
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3
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注1

注２

注３　

注４

注５

注６

注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番縦型とする。

日 本 語 指 導 ※5　 4 ※5　  4 0 0 0 0 0
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17～27
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0～3
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20～33
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普通 科

２　　　年

３年次卒業コース

３　　　年

（　裏　　面　）

３年次卒業コースでは、３年次の体育(※３)･３単位のうち１単位は定通併修（通信制課程）の科目により
履修する。
３年次卒業コースでは、実務代替及び社会参加活動等による科目（※４）から、２年次又は３年次に

ビ ジ ネ ス 基 礎

簿 記

○ ボ ラ ン テ ィ ア

○ 企 業 実 習

  0～3

  0～3

2 2 2

合　　　　　　　　　計

備　　　　　　　　　　　　　　考

特別
活動 ホームルーム活動

３年次卒業コースでは、通信制課程の科目（※１）から、２年次に４単位まで、３年次に６単位まで履修
することができる。
３年次卒業コースでは、高等学校卒業程度認定試験の試験科目（※２）から、２年次に２単位まで、
３年次に４単位まで履修することができる。

16～22

2

16
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1 1 1 1

0 0 0 0～3
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19 19～28

16

※4   0～3
※4   

0～3

４年次卒業コース ３年次卒業コース

19～23 19～23

４年次卒業コース

2

４年次卒業コース ３年次卒業コース

北海道札幌月寒 高等学校 定時制課程

科目・標準単位数

各学科に共通する各教科・科目の計

主として専門学科において開設される各教科・科目の計

学校設定教科に関する科目の計

3～6

16

商
業

2

○
総
合

教
科

１　　　年

総 合 的 な 探 究 の 時 間

16

Ｂ　　表

※５および※６の科目は、日本語指導が必要な生徒のみを対象とし、日本語能力の向上及び日本語で

各教科等の学習活動に参加できる能力の養成を目的とする指導に特化して行われる。

それぞれ３単位まで履修することができる。

19

1

修業年限３年で卒業するためには、３年次終了までに※１～※３の科目及び学校外における学修の
単位認定により１７単位以上修得していることが必要である。

４　　　年

４年次卒業コース

2

16

2

0
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